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1 はじめに 

熊本市は九州の中央,熊本県の西北部に

あって有明海に面し,坪井川,白川,緑川の 3

水系の下流部に形成された熊本平野の大部

分を占めている。また,阿蘇火山と金峰山系

との接合地帯の上に位置する本市は数多く

の山岳,丘陵,台地,平野等によって形成し

ている。このような地形及び自然環境によ

り,過去,風水害,地震等の災害を幾度とな

く繰り返してきた。 

(1)風水害 

本市は九州中部にあって,梅雨期には多

量の降雨があり,また,台風来襲期には豪雨

の多い地域でもある。熊本平野は白川や緑

川などの河川の運ぶ土砂によって形成され

たことから,豪雨時の洪水災害が繰り返さ

れた地域であり,山地や台地辺部の急傾斜

部では土砂崩れにも注意が必要とされる。 

(2)地震活動 

観測記録に基づいた1885年以降の資料に

よれば,九州中部において主な地震の震源

は本市を含む「別府一島原地溝帯」に沿って

分布している。これらの地震の規模はマグ

ニチュード 6.0～6.9 となっている。本市で

は1889年(明治22年)に熊本地震(マグニチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ュード 6.3)が発生している。また,今年 6月

8日には熊本地方を震源とする地震があり,

震度 5 弱を観測しマグニチュードは 4.9 と

推定され,地質構造や活断層の分布から,今

後も内陸直下型のマグニチュード 6.5 クラ

ス,震度6以上の地震が起こりうる可能性が

ある。 

 

 

2 訓練の目的 

上記のような状況のもと,本市は防災対

策の一環として毎年,風水害・地震に備えた

総合防災訓練を実施している。 

この訓練は,熊本市・防災関係機関及び民

間協力団体が一体となって,防災関係機関

相互の連絡協調体制の確立と防災技術の向

上,市民の防災意識の高揚を図ることを目

的としている。 

 

 

3 訓練の概要 

熊本市総合防災訓練は今年度で35回目を

迎える。 

訓練は大きく二つに分け,一部は水災訓

練とし熊本・阿蘇地方を中心に 1時間に 50
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ミリ以上の雨が断続的に降り続き,河川が

増水,局地的な被害が発生し始めたという

想定で訓練を開始した。二部は震災訓練で

マグニチュード 6.5,震度 6 弱の直下型地震

が発生し,甚大な被害が発生したという想

定で実施した。 

一部,二部とも,大規模災害を想定したも

のである。 

(1)日時 

平成 12 年 6 月 1 日(木)午前 9 時 00 分～

12 時 00 分 

(2)場所(図 1) 

熊本市本山 2 丁目,白川泰平橋下流両岸 

(3)訓練テーマ 

『災害に強い安全なまちづくり』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)訓練目標 

①防災関係機関・団体相互の連携強化 

②市民参加による市民防災活動の向上 

③ボランティア・グループによる炊き出

し等の後方支援 

(5)参加団体・人員・車両等 

参加団体 34団体,参加人員 1748人,出

場車両 112 台,ヘリコプター4 機で車両

等については例年とほぼ同じであった。 

また,ここ 2～3 年の特徴として,自主

防災クラブ及び各ボランティア・グルー

プの参加が増えている。 
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4 おわりに 

全ての訓練を予定どおり無事に終了でき

所期の目的を果たすことができたが,この

訓練は計画に基づいたものであり,参加者

全員が心の準備をしての訓練であった。 

しかし,実際の大災害の場合はストーリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーのないものであり,自主防災クラブ等の

住民と防災関係機関等の連携のもと統制の

取れた活動等が必要となる。今後の総合防

災訓練はそれらを十分に検討し,実災害に

よる被害の軽減を目標に有効な訓練となる

よう努力していきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


